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「新しい生活様式」への変革にむけて 
 

山岡 和枝 

 

  1973年に行動計量学会が設立されてから，あと

数年で半世紀となるが，全世界的な新型コロナウ

ィルスによる人々の行動へのこれほどの脅威は初

めての経験である．学術活動においても，国際会

議なども否応なく取りやめ，もしくはオンライン

開催となりつつある．本学会においても，残念な

がら第 48回大会は，一部をネット配信として，対

面での開催は中止となった．学会開催準備のため

に奮闘されてきた竹村和久大会実行委員長や早稲

田大学の関係者の皆様のご苦労やご負担は大変な

ものであり，胸中をお察しするには余りある．ご

苦労に対して心より御礼申し上げたい． 

ご承知のとおり，新型コロナウィルスのような

感染症の脅威は，グローバル化の進んだ現代社会

では，今後も姿や形を変えて生じてくる可能性は

大きい．現代社会はさまざまなネットワークで形

作られているが，人々の交流が制限され，ネット

ワークそのものが分断されるなど，人々のネット

ワークの重要性がこれほど顕在化したこともなか

ったであろう．いま，人々に求められているのは

「新しい生活様式」への変革といわれている． 

かつて林知己夫先生は国民性調査の報告のなか

で，若者文化が近代を構築してきたと言われてい

た．これまでの調査結果を年齢別にみたときに，

若者の間で流行ったことが次の時代の文化となっ

てきたのである．もちろん，一定の年齢になると

考え方がかわり，「年を取って考え方が変わっ

た．．．」ということもあるが，コホート効果の方が

大きく，世の中の大勢としては若者文化が次の時

代の文化を形づくっているのである． 

 

これは学会活動でも同様であろう．かつてこの

学会が作られたとき，（当時の）多くの若手研究者

が参画して「新しい学会活動のあり方」といった

ものを若く新しい視点で捉え，思考し，変革を行

ってきていたのだと思う．現在も学会の重鎮とし

て活躍を続けておられる方々も少なくない．しか

し，彼らを踏み台にして，新しい視点から学会の

若者文化を醸造していくことが，若手研究者には

求められているのではあるまいか．それまでの思

考形態からは考えられないような新しい何か，が

出現する確率は高くはなくともゼロではない．「新

しい生活様式」への変革に関しても，行動計量学

会として「人々の行動を計量する」という観点か

ら，新しい生活様式はどのようなものか（どのよ

うなものと人々が考えているのか），はたして社会

において変革したこと，今後変革が期待されるこ

とは何か，変革にあたっての妨げとなっている問

題点，その影響（メリット・デメリット）はどの

ようなものか，新しい人的ネットワークのあり方，

そのモデル化やシミュレーションによる将来予測

などなど，さまざまな社会に向けた取り組みが考

えられるような気がする．もちろん，このような

考え方をはるかに超越した見方も生み出されよう．

このようなときであるからこそ，ワクワク，ドキ

ドキするような，新たな方向にむけたものを生み

出すことが大切なのである．今後の日本行動計量

学会での若手の活躍に期待したい．（このようなこ

とを言ったら，「そんなこと言ってないで，生きて

いるうちは君もしっかりやれ」と，林知己夫先生

にお叱りを受けそうであるが．．．） 
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運営委員会より 

 

今年はオンラインで開催！ 2020秋の行動計量セミ

ナーのお知らせ 

実行委員長  

芳賀麻誉美（大阪経済大学） 

 

今年は新型コロナ感染症の蔓延により，日本行

動計量学会の名物イベントである第22回春の合

宿セミナーを中止しましたが，ご要望も多いこと

から，当初予定していた2つのコースを2020秋の

行動計量セミナーと2021年3月開催予定の春の合

宿セミナーにコース別にそれぞれ順延することに

しました． 

今回，2020秋の行動計量セミナーでは「深層学

習」を取り上げ，当該分野をご専門とされる産業

技術総合研究所の麻生先生に，オンライン（リア

ルタイム配信・LIVE型）形式で90分×8コマの2

日間の集中講義をお願いしました．本セミナーを

受講すれば，広範な内容を体系立てて学ぶことが

できます． 

充実した内容にも関わらず，90分1コマあたり

準会員（学生）は500円，正会員は1,000円という

有り得ない価格設定でのセミナー開催は，学会主

催であるからこそ実現できるものです．今までの

秋の行動計量セミナーと比較しても価格は3分の

1となっています． 

 

 

自らの学びと研究のため，あるいは，教え方の

ヒントを掴み教育に活かすために，学生，社会人

実務家から教員の皆様まで，幅広いご参加をお待

ちしております． 

申し込み開始は2020年10月1日10時開始予定で

す．申し込み多数の場合には先着順とさせていた

だきます．どうぞ早めのお申込みを検討ください． 

 

＜開催基本情報＞ 

開催日時：2020年11月14日（土）～ 11月15日（日）

（2日間） 

開催方法：オンライン・リアルタイム配信（LIVE

形式） 

内容：「深層学習入門：機械学習の基礎から深層確

率生成モデルまで」 

講師：産業技術総合研究所 人工知能研究センター

総括研究主幹 麻生英樹 

参加費: 準会員（学生)：4,000 円，学生非会員：

10,000 円，正会員（一般)：8,000 円，一般非

会員：18,000 円（今回，新たに入会申請された

方には，会員価格が適用されます．） 

申込開始：2020年10月1日10時開始予定 

セミナー詳細：

http://www.mayomi.org/bsj/autumn2020.html  

 

＜講師によるコース概要説明＞ 

大量の学習用データが利用可能になったことで，

画像認識，音声認識，機械翻訳を始めとして深層

ニューラルネットワークを用いた学習が高い性能

を示すタスクが増えています． 

しかし，学習用データの準備，ネットワークの

構造の選択，様々な超パラメータの設定など，学

習を成功させるためのノウハウも多く，うまく使

いこなすのは難しい面もあります． 

さらに，最近では，認識や予測用のモデルだけ

でなく，確率的生成モデルなども盛んに研究され

ており，深層学習の応用範囲も広がっています． 

本セミナーでは，機械学習・深層学習の基礎から

最近の深層確率モデルまでを，具体的な事例も含

めながら解説したいと思います． 
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＜講義スケジュール（予定）＞ 

 11月14日（土） 

・ 9:00～10:30 講義1 導入：機械学習研究の歴

史と現状 

・10:40～12:10 講義2 機械学習の基礎 

・12:10～13:00 昼食休憩 

・13:00～14:30 講義3 機械学習の応用 

（Pythonを使った事例を含む） 

・14:50～16:20 講義4 深層学習の基礎 

・16:30～17:00 質疑応答 

 

 11月15日（日） 

・ 9:00～10:30 講義5 深層学習の発展 

・10:40～12:10 講義6 深層学習の応用

（PyTorchを使った事例を含む） 

・12:10～13:00 昼食休憩 

・13:00～14:30 講義7 深層確率モデルの基礎 

・14:50～16:20 講義8 深層確率モデルの応用

（Pixyzを使った事例を含む） 

・16:30～17:00 質疑応答 

 

 

広報委員会より 
 

広報委員会委員長         

尾崎幸謙（筑波大学） 

 

学会Webページの変更・整備・更新 

 学会名の英語表記変更と Web ページの信頼性

向上のために，学会 Web ページについて，ドメ

イン名の変更とhttps化を行いました．そのため，

学会ウェブサイトの URL が変更になりましたの

でお知らせいたします． 

 

旧 

http://bsj.gr.jp 

新 

https://bms.gr.jp 

 

 しばらくの間は旧 URL でも学会ウェブサイト

へのアクセスは可能ですが，年末あるいは年明け

頃に使用不可になる予定です．ブックマーク等の

変更よろしくお願いします． 

通常業務として，Web ページの整備・更新・

ML による情報発信を行いました．今後も会員の

皆様に有益な情報が提供できるよう引き続き

Webページの整備・更新を行いたいと思います． 

 

学会Facebookでの情報提供 

学会 Facebook では，日本行動計量学会に直接

関係する情報について，学会ホームページの新着

情報が更新された際に対応するお知らせ記事を投

稿しています．お知らせや記事をご覧になりまし

たら，是非記事を「シェア」していただきますよ

うお願いいたします．「シェア」していただけます

と情報共有の面で有用と思います． 

 

学会Twitterでの情報提供 

 大会情報，シンポジウム情報，春の合宿セミナ

ー，新着論文等について情報提供を行っています．

9月1日現在，フォロワー数は406です．こちら

につきましても，「フォロー」をぜひお願い致しま

す． 

 

メールニュースの配信 

 2020 年度のメールニュースの配信状況は下図

の通りです． 

メールニュースの配信数 

 

 

広報委員会では，会員に関係があると思われる

シンポジウム，セミナー，公募情報(賛助会員企業

の求人情報も含む)などの情報を含め，会員の皆様

から情報を募集しております．広報依頼の受付の

ページ 

http://bsj.gr.jp/prrequest/ 

から情報をお寄せ下さい． 

http://bsj.gr.jp/
https://bms.gr.jp/
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【シリーズ海外レポート㉘】 

海外地方大学の魅力（後半）：スペイン・バリャ

ドリード大学 
 

上野 雄史（静岡県立大学） 

はじめに 

新型コロナ禍において，海外に行きたくても行

けない・・・．そんなモヤモヤでストレスを抱え

ている方が多いのではないでしょうか．かくいう

私もその一人です．国内，海外の学会も含めてほ

とんどオンラインで行われるようになっています．

私個人としては移動しないのは楽でよいと思う反

面，人とのリアルな出会いを求めたくなる最近で

す． 

今回，広報委員会会報小委員会の委員を務めて

いるご縁で，会報の海外レポートを執筆する機会

を頂きました．海外レポートを執筆する機会は三

回目になります．前回の海外レポートでは，ドイ

ツ・ブレーメン経済工科大学のお話をしました．

今回は，2019 年 9 月に訪問したスペイン・バリ

ャドリードの話をします．スペインのバリャドリ

ード大学は，勤務校（静岡県立大学）の提携校で，

国際交流の一環で訪問しました． 

出発日は，9月10日．あの台風15号の中で出

発することになりました．台風により陸の孤島と

化していた成田空港に到着したのが 15 時過ぎ．

フライトは 12 時だったのですが，大幅に遅延．

その日のフライトは何と夜の21時となりました．

今思えばよく飛んだもんだと・・・思いました． 

 

トラブル続きの道中 

マドリードの空港についたのは明け方．そこか

ら移動し，バリャドリードに向かうためにチャマ

ルティン駅前のホテルに一旦滞在しました．へと

へとに疲れていたので，少しでも体を休めようと

思ったわけです．しかし，この判断が悪夢のよう

なトラブルを呼ぶことになります． 

フロントで待っていた際に，初老の女性に声を

掛けられ，応対している間に足元に置いていた荷

物が無くなっていました． 

何とも間抜けな話ですが，まさかホテルのフロ

ントで，かつ足元に置いてある荷物をあのような

形で盗る人がいるとは・・・正直驚きました．ち

なみに，声をかけてきた初老の女性の姿が気づい

たときには消えていました． 

幸いなことに保険に入っていましたのでお金で

補填されましたが，鞄の中には大事にしていた私

物も多くありましたのでショックでした．それに

追い打ちをかけるように，盗難の証明書を取るの

に苦労するなど・・・最初からすったんもんだで

した． 

不幸中の幸いで，パスポート，現金・カード類

は身に着けており，現地にスペイン語が話せる同

僚がいました．同僚の助けがなければ，現地で盗

難証明書を取ることはできなかったでしょう． 

そう！スペインは英語が通じません．正確には

通じる人が少ないです．ホテルはともかく警察署，

駅などの公的機関ではまず通じません．これはマ

ドリードでも同じです．なので，スペインに行く

人はスペイン語を片言でもマスターしておくこと，

スペイン語が話せる人の助けを借りることも想定

しておくとよいでしょう．くれぐれも現地に行っ

たら何とかなる・・・と思わないことをお勧めし

ます． 

 最初から前途多難な始まりですが，「もう失うも

のは何もない！」ということで，マドリードから

レンファ（スペインの高速鉄道）に乗り1時間半

ほどかけてバリャドリードに向かいました． 

 

カスティーリャ王国の首都バリャドリード 

バリャドリードは，カスティーリャ・イ・レオ

ン州の州都で，人口は 30 万人ほどです．ヨーロ

ッパの中規模の都市といってよいでしょう．街の

シンボルである大聖堂，マヨール広場に行くとま

るで中世の世界にタイムスリップしたかのような

感覚になります，と言いたいところなのですが，

滞在期間中はお祭りの期間ということでにぎやか

でした． 

 

＜広場のステージでイベントが行われてました＞ 
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滞在期間中は街並みをゆっくり楽しむ，という

よりはお祭りを楽しむ時間だったように思います．

なにせ，現地のお祭りは一週間も続き，日中から

夜まで続きます．皆さん，平日の昼から飲んで食

べて楽しげにやっているので，私たち（日本人）

は働きすぎているのではないか・・・と感じます．

しかも出店で食べる料理とビール，ワインは絶品

です．これが一週間続いている訳ですからたまり

ません． 

 

＜昼間から飲んでいる人たち，仕事は？＞ 

 

ここでスペイン・バリャドリードに関する簡単

な紹介をしておきます．スペインは政治体制とし

ては議会君主制を取っており，象徴君主である国

王がいます．スペイン王家は日本の皇室とも親交

が厚く，2017 年にはフェリペ 6 世国王夫妻が訪

日されました． 

スペインの原型となる，スペイン王国はイベリ

ア半島中央を支配していたカスティーリャ王国と

同半島東部を支配していたアラゴン・カタルーニ

ャ連合王国の統合により1479年に誕生しました． 

現在のスペインの首都マドリードもカスティー

リャ王国領域内にあります．一方で，アラゴン・

カタルーニャ連合王国内にあるのがバルセロナで

す．こう考えると，カタルーニャ地域で起こる独

立運動の背景が理解できてくるのではないでしょ

うか． 

コロンブスを支援したイザベル１世は，カステ

ィーリャ王国の女王です．イザベル１世はアラゴ

ン・カタルーニャ連合王国の王子フェルナンドと

結婚し，両国が統合されました．イザベル1世と

フェルナンドが 1469 年に結婚式をあげたのがバ

リャドリードです．なので，スペイン王国誕生の

地といってもよいでしょう． 

なお，コロンブスはバリャドリードで没し，当

地にはコロンブス博物館もあります．ドン・キホ

ーテの作者セルバンテスもバリャドリードに住ん

でいました．その家が博物館「セルバンテスの家」

となっています．カスティーリャ王国の首都であ

ったバリャドリードには多くの知識人，冒険家の

足跡が残っています． 

 

バリャドリード大学 

訪問したバリャドリード大学は 1239 年に創立

されたスペイン最古の大学のひとつです．現在は，

バリャドリード，パレンシア，ソリア，セゴビア

の4つのキャンパスを持ち，幅広い専門分野をカ

バーしています．学生数は3万人を越え，教員は

2千人ほどです．現在，100の学士課程，54の修

士課程，80の博士課程が設置されてます．大学所

属の「アジア研究所」(Centro de Estudios de 

Asia)では日本をはじめとしたアジア地域の研究

がおこなわれており，学生に対しては講演会，ワ

ークショップを定期的に提供しています． 

 

今回は，現地で講義を行うことはなく，交流を

主目的とした訪問だったのでしたが，非常に濃密

な時間を過ごすことが出来ました．おおよそこう

したスケジュールでした． 

『軽くお茶をしながら打ち合わせ→お昼ご飯を

食べながら打ち合わせ→その後，オフィスに戻っ

て打ち合わせ』 

雑談80％ぐらいだったような気もします．今の

オンラインで失われている部分，いわゆる冗長な

部分を大切にするのがスペインの文化といっても

よいかもしれません． 
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シェスタというお昼休みが13時－16時と長く，

飲食店を除いたお店は16時，17時頃にボチボチ

と開き始めます．夏季は日が長く 21 時ぐらいま

で明るいので，子供も公園で遊んでいる姿を見か

けます．日本と全く生活リズムが異なります．と

ころ変われば，スタイルが変わります．なお，日

が長い分，20時ぐらいまで働くというスタイルで，

お店も日が高いうちは開いています． 

 

ヨーロッパの地方大学の魅力 

 スペインは言語・文化・食に関する研究をする

には面白い場所です．言語も実は多様です．公用

スペイン語，カスティーニャ語，バスク語，ガル

シア語，アンダルシア語など地方の公用語が多数

あります．長い間，ムスリム勢力に支配されてい

ましたので，カトリック文化とイスラム文化との

融合を感じさせる史跡も多くあります． 

 

 

＜食べ歩きは滞在中の楽しみの一つ＞ 

 

 スペインは国家の始まりが連合国家であり，多

民族多言語で構成されています．地域独自の文化，

言語，食文化を持つのがスペインの魅力です．こ

のことを知らない日本人は多いかもしれません． 

 グローバル化＝アメリカ化，といわれた時期も

ありますが，実は国際的な基準の枠組みの中で，

アメリカが関与する余地が狭まってきています．

私の専門とする会計においては，アメリカは EU

が適用している国際財務報告基準（IFRS）を適用

していません．さらに，イギリスのEU離脱に伴

い，英語圏の影響力が弱まっていくことが予想さ

れます．英米圏もいいですが，スペインやドイツ

などの非英語圏に着目してみることで，新しい発

見があるのではないか．そう感じた滞在でした． 

 国際交流において，つながりを活かすも活かさ

ないのも自分次第です．継続的な付き合いでしか

分からないことが多くあります．長く続けていく

ことが大事です．今はコロナ禍で対面での交流が

ままなりませんが，そろそろ，コロナ後を見据え

て動き出していこう．そう思えた全二回のレポー

トになりました．貴重な機会をありがとうござい

ました．早く対面で皆さんと会いたい．海外に行

きたい！書いていて堪らない気持ちになりました． 

 

上野 雄史 

（うえの・たけふみ） 

静岡県立大学経営情報

学部 准教授 

関西学院大学商学研究科博士

課程後期課程修了（博士 (商

学)）．静岡県立大学助手を経て，現職．専門は会計学．当学会

広報委員会委員，和文誌編集委員会委員 

 

 

理事会議事録 
 

日本行動計量学会2019年度第3回理事会議事録 

 

日時：2019年11月15日（金）18:00～19:35 

場所：大学入試センター3階視聴覚室 

 

議事進行：植野真臣理事長 

理事出席者：植野真臣，大森拓哉，岡太彬訓，岡

田謙介，尾崎幸謙，菊地賢一，椎名久美

子，鈴木讓，竹村和久，星野崇宏，松本

渉，森裕一 (12名)，委任状15名 

監事出席者：村上隆 

陪席者：橋本貴充(書記) 

 

資料 

1. 議事録 

  1-1. 第2回理事会議事録 

  1-2. 総会議事録 

2. 第47回大会報告 

3. 和文誌編集委員会報告 

4. 欧文誌編集委員会報告 

5. 運営委員会報告 

6. 広報委員会報告 
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7. 連合大会委員 

8. 第105回行動計量シンポジウム 

 

議事 

議事に先立ち，開始時点で議決権26名（理事出

席11名，委任状15名）であり，理事会が成立し

ていることが確認された． 

 

1. 議事録確認 

資料1-1にもとづき，2019年度第2回理事会

の議事録が承認された． 

資料1-2にもとづき，2019年度総会の議事録

が承認された． 

2. 第47回大会 

鈴木大会実行副委員長より，資料2にもとづ

き，第47回大会およびチュートリアルセミナー

の参加者数が報告された．学会からの準備金30

万円の学会への返金と，学会活動協力費の使途

について報告された． 

3. 第48回大会 

竹村大会実行委員長より，大会日程案の提示

があり，第48回大会は9月1日から9月4日ま

でで開催することとなった． 

4. 学会賞選考委員長 

学会賞選考委員長を前川眞一会員に依頼する

こととなり，菊地事務局長から連絡することと

なった． 

5. 科研費関係 

岡田理事より，国際情報発信強化の科研費に

よる国際シンポジウムの進捗状況について報告

された． 

6. 各委員会報告 

・学会誌編集委員会 

星野和文誌編集委員長より，資料3にもとづ

き，第47巻2号の内容，現在の投稿状況と審査

状況，公募論文特集について報告された． 

植野欧文誌編集委員長より，資料4にもとづ

き，BehaviormetrikaがScopusに採択されたこ

と，現在の投稿状況と審査状況，2020年以降の

Special Issueについて報告された． 

・運営委員会 

鈴木委員長より，資料5にもとづき，秋の行

動計量セミナーが実施されたことが報告された．

春の合宿セミナーについて，事務作業の国際文

献社への委託（合宿セミナーの経費から支出）

と，春の合宿セミナーのサイトを学会サイト内

に置くことが提案され，承認された． 

・広報委員会 

尾崎委員長より，資料6にもとづき，広報委

員会内の委員の異動，賛助会員へ入会申請をし

た企業からの広報依頼について報告があり，承

認された．Webサイトのドメイン名変更とhttps

化が提案され承認された． 

・資料アーカイブス委員会 

松本委員長より，「数理科学」（特集「行動

計量の動向」，1974年2月）の電子化とWeb上

での一般公開についての進捗状況が報告された．

連絡の取れない著作権者の論文については，会

報とwebに著作権に関する照会先を記載して著

作権者から連絡があった際に対応できるように

した上で，電子化と公開を進めることとなった． 

・イノベーション委員会 

岡太委員長より，大会期間中に委員会が開催

されたこと，ポスターセッションおよびラウン

ドテーブルディスカッションの導入の効果につ

いて資料をまとめる予定であることが報告され

た． 

・統計関連学会連合 

菊地事務局長より，資料7にもとづき，2020

年度連合大会委員が提案され，承認された． 

・事務局 

資料8にもとづき，第105回行動計量シンポ

ジウム開催に関するメール会議の審議内容が承

認された． 

回覧資料にもとづき，すべての入会・退会希

望が承認された． 

7. その他 

次回理事会は後日日程を調整の上，2020年2

月に大学入試センターにて開催予定． 

以上 
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学会協賛イベントについて 

     事務局長 菊地 賢一（東邦大学） 

 

承認日 協賛イベント 開催年月日 

2020年 

8月5日 

人文科学とコンピュ

ータシンポジウム

「 じ ん も ん こ ん

2020」 

2020年 

12 月 12 日

-13日 

2020年 

6月30日 

Joint 11th 

International 

Conference on Soft 

Computing and 

Intelligent Systems 

and 21th 

International 

Symposium on 

Advanced 

Intelligent Systems 

(SCIS&ISIS2020) 

2020年 

12月5日-8

日 

2020年 

5月23日 

第22回日本感性工学

会大会 

2020年 

9月9日-11

日 

（2020年 3 月12日～ 8月5日承認のもの） 

 

会員の著書等 

 

Takashi Inoguchi, Lien Thi Quynh Le（著）『The 

Development of Global Legislative Politics: 

Rousseau and Locke Writ Global』，Springer 

Nature Singapore Pte Ltd，2019年11月 

 

 

島崎哲彦（編著）中山厚穂・大竹延幸・鈴木芳雄

（著）『マーケティング・リサーチに従事する人の

ためのデータ分析・解析法―多変量解析法と継時

調査・時系列データの分析』，学文社，2020年4

月 

 

 
 

 

西川仁・佐藤智和・市川治（著）清水昌平（編）

『テキスト・画像・音声データ分析』，講談社，

2020年5月 

 

 

 

真鍋一史（著）『宗教意識の国際比較－質問紙調査

のデータ分析』，北海道大学出版会，2020年5月 
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牛澤賢二・梅田佳夫（著）『高齢化の度合を差し引

いて介護の地域差を見る』，バイオフィリア研究所，

2020年6月 

 

 
 

繁桝算男・本村陽一（監訳）M. J. Kochenderfer

（著）『不確定性下の意思決定』，共立出版，2020

年6月 

 

 
 

Kohei Adachi（著）『Matrix-Based Introduction 

to Multivariate Data Analysis: Second Edition』，

Springer Nature Singapore Pte Ltd，2020年6

月 

 

 

 

学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだけ論

文として投稿して下さい．お待ちしております． 

 

和文誌：「行動計量学」 

〒108-8345 東京都港区三田2-15-45 

慶應義塾大学経済学部 

星野 崇宏 和文誌編集委員長宛 

E-mail: hoshino@econ.keio.ac.jp 

 

（DOI） http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY 

（JOI） DN/JST.JSTAGE/jbhmk/XX.YY 

注）XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo. 

 

欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 

Editorial Managerからご投稿下さい． 

https://www.editorialmanager.com/bhmk/defaul

t.aspx 

植野 真臣 欧文誌編集委員長宛 

 

（DOI） http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY 

注）XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo.  

（ISSN）0385-7417（print version） 

（ISSN）1349-6964（electronic version） 

 

 

 

http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY
http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY
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既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きについて 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学技術

振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学会欧

文誌「Behaviormetrika」および和文誌「行動計

量学」に掲載された論文記事を創刊号（1974 年）

に遡って電子化し，JST で運用している電子アー

カイブサイト J-STAGEにて全文公開（無償での公

開）しております．電子アーカイブ化・公開には，

創刊号からの掲載論文の著作権行使（全文電子公

開）の同意を論文著者から得る必要があります．

1999年の総会以降刊行された論文については，著

作権は日本行動計量学会に帰属するよう規定が明

確に定められましたが，それ以前に掲載された記

事等の著作権は，明確に定められておりませんで

した．電子化し公開するに当たっては，各論文の

著者全員に，本学会への著作権委譲についての文

面をお送りし，多くの著者のご了解をいただきま

した．現在までにお返事をいただいていない著者

の論文は，本来は著者からの権利委譲を待つべき

ですが，「行動計量学」「Behaviormetrika」それ

ぞれ全体の研究上の利便性，研究者の利用の便宜

等を考えて，すでに電子化公開しております．著

作権委譲についてお返事をいただいていない著者

で，電子化し公開することが不都合とお考えの方

は，和文誌，欧文誌それぞれの編集委員会までご

連絡下さるようお願いいたします．公開を中止す

るなど，学会として誠意をもって対応いたします．  

なお，著作権委譲について行いました手続き等

は会報123号（2009年）に掲載され，学会のWEB

ページの「学会誌」の「著作権規定」の欄 

http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html 

に掲載されていますのでご参照下さい． 

 また，「Behaviormetrika」は，2017年1月発

行の Volume 44, Number 1 よりシュプリンガ

ー・ジャパン社からの出版になりました．これに

伴ってVolume 44, Number 1以降はシュプリン

ガー・ジャパン社のWeb siteにおいて公開されま

す（非会員には有償）．Volume 43, Number 2以

前に掲載された論文は，従来通り JSTで運用して

いる電子アーカイブサイト J-STAGE にて全文公

開されます． 

 

 

ご連絡 

日本行動計量学会会員数（2020年9月1日現在） 

正会員       ： 771名 （海外4含む） 

準会員       ： 99名  

名誉会員      ： 21名  

賛助会員      ： 23社  

シニア会員     ： 36名  

計         ： 950名  

学会誌等寄贈先 ： 5件  

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳しく

は，下記までお問い合わせ下さい． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5  

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 

 

会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 

 本会では，会員向けメーリングリストに登録さ

れたアドレスにメールニュースを配信しています．

こちらへメールアドレスを新規登録，変更，削除

（メールニュースの配信停止）される場合は，ご

自身で，「会員向けメーリングリスト：登録・サー

ビスの詳細」のページ 

http://bsj.gr.jp/members/mlist/ 

に接続して，そこの指示にしたがって，マイペー

ジにログインして作業を行って下さい．よろしく

お願いします． 

 

マイページへのログイン 

 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用のパ

スワード＞を使用してログインします． 

 

会員専用ページへのアクセス 

 学会Webページの「会員のみなさまへ」の会報

の「最新版」，「バックナンバー」および「過去の

メーリングリストアーカイブ」（過去のメールニュ

ース）のページにアクセスする際には，以下のユ

ーザー名とパスワードの入力が必要となります． 

ユーザー名：bsj   パスワード：1973 

http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html
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求人情報の掲載について 

 大学及びそれに準じた組織（国立研究機関等）

の教員公募などの求人情報および賛助会員企業・

団体の求人情報は，ご依頼に応じてメールニュー

スの記事としての掲載および学会ホームページか

らのリンクを行っています． 

 ただし，会員が所属する企業・団体であっても，

当該企業が非会員の場合，かつ大学及びそれに準

じた組織（国立研究機関等）でない場合には，求

人情報を記事として配信することはできません．

配信を希望される場合には，事前に賛助会員にな

って頂く必要があります． 

会報の広告欄への出稿（有料）については，賛

助会員であるかどうかにかかわらず，また求人広

告かどうかにかかわらず，お引き受けしています．

後述する方法でお申し込み下さい． 

 

会報の広告欄への出稿について 

会報の広告欄へ出稿（有料）される広告は，以

下で受け付けています．ただし，広告は，学会の

目的に沿うものである必要があります． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5 

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 

 

会報原稿募集 

広報委員会では，会員の方が最近発行された著

書（会報発行日に出版後2年を経過しないもの）

など，会員の皆様から原稿を募集しております．

広報依頼の受付のページ 

http://bsj.gr.jp/prrequest/ 

から情報をお寄せ下さい．なお，2011年度に，日

本行動計量学会では「杉山明子賞（出版賞）」が創

設されました．出版賞は，過去3 年程度の間に会

員によって刊行された優れた図書の著者・訳者が

対象となっています．本会報の「会員の著書等」

の紹介コーナーは，会員の方々が著書等を出版さ

れたことをアピールできる数少ない場であると思

いますので，優れた書籍の推薦や情報などをお寄

せ下さいますようお願いいたします．なお，会員

の方がご自身で出版された著書についてご連絡い

ただく際には，書誌情報とともに（出版社から入

手した）書影を後日お送りいただきますので，ご

準備下さい． 

編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々

月の末日まで（次号167号の場合には10月末日）

にお寄せいただければ，直近号に掲載することが

可能です．それ以降に届いたものにつきましては，

内容を判断した上で，次号に回させていただきま

すのでよろしくお願い申し上げます． 

不明な点などございましたら，上述の広報依頼

の受付のページよりお問い合わせ下さい． 

※記事としての求人情報の掲載および広告の掲載

は，学会の目的に沿ったものに限ります． 

 

編集後記 

今号にご寄稿下さった皆様に，紙面を借りて，

御礼申し上げます．お忙しい中を，どうもありが

とうございました． 

本会報では，紙媒体ゆえの特徴を活かして，今

後も，皆様のお役に立てるような魅力ある充実し

た会報となるように努めていきたいと考えており

ます．エッセイ，ご意見，ご要望，その他会報に

掲載すべきと思われる情報などございましたら広

報依頼の受付のページ 

http://bsj.gr.jp/prrequest/ 

より，ご連絡下さいますようお願い申し上げます． 

新型コロナウィルス対応を踏まえての，授業や

入試の準備に忙しくされる方々も多いと拝察しま

す．体調を崩されませぬよう，ご自愛ください． 

（ふじた たいすけ，藤田 泰昌） 
 

題字：林知己夫 

 

広報委員会委員長：尾崎幸謙 

会報作成担当：藤田泰昌，石橋敬介，稲水伸行，岩間

徳兼，上野雄史，大﨑裕子，久保沙織，

水師裕，鈴木宏哉，登藤直弥，朴堯星，

袰岩晶，元山斉 

相談役：中山厚穂 

 

 


